
 

令和３年度第１回子ども・子育て分科会の開催報告について 

 

会議の名称 令和３年度第１回守谷市保健福祉審議会子ども・子育て分科会 

開催日時 
令和３年７月７日（水） 

開会：１３時３０分   閉会：１５時１０分 

開催場所 守谷市役所 議会棟１階 大会議室 

所管課 保健福祉部 すくすく保育課 

出 

席 

者 

委 員 
垰本委員（分科会長），吉田委員，松山委員，寺田委員， 

大川委員 

事務局 

すくすく保育課 小島次長，藤沼課長補佐，横山係長，後閑主

任，水谷主事 

のびのび子育て課 上野課長 

公開・非公開 ■公開  □非公開  □一部公開 傍聴者数 ０人 

審  議  経  過 

１ 開会 

２ あいさつ 

３ 議題 

（１）守谷市子ども・子育て支援事業計画の見直し及び確保方策について 

   まず，資料 No.1-1「人口推計の見直し」，資料 No.1-2「教育・保育ニー

ズの見込み 総括表」，資料 No.1-3「当初計画と見直し後の教育・保育ニ

ーズ推計の比較」について事務局から説明後，意見交換を行った。委員か

ら，市内保育所内でも人気がある園と空きがある園の二極化の傾向が見ら

れ，ミスマッチ問題が起きていること，保育士不足により定員に対して受

入が大幅に減ってしまっているという指摘がなされた。また，小学校就学

前に幼稚園及び保育所のどちらも利用していない１％程度の子どもの実

態把握も必要という意見が出された。 

   続いて，資料 No.2-1「認証保育園から小規模保育事業への移行につい

て」，資料 No.2-2「小規模保育事業移行の影響について」，資料 No.3「市内

既存保育所の増改築について」，資料 No.4「確保方策について」について，

事務局から説明後，意見交換を行った。委員から，小規模保育事業の連携

施設について，卒園後の連携施設が駅から遠い場所では保護者が利用を躊

躇してしまうという意見が出された。また，保育所が新たにできたことに

よって定員割れが発生し，撤退する法人が出るのではないかと言う意見が

出され，それに対して，別の委員からは，保護者から選ばれるための努力

をすることが，保育の質の向上につながり，子どもにとっての利益につな

報告事項 No.4 



がるという意見が返された。 

 

（２）新規開所保育所等の利用定員について 

   資料 No.5「新規開所保育所等の利用定員について」について，事務局か

ら説明後，意見交換を行った，委員から，教育と保育を一体的に提供する

認定こども園が増えたらいいと思うという意見が出された。 

 

（３）その他 

   委員から，今後，経営状況が赤字となり保育所運営事業から撤退する株

式会社の発生が危惧されるので，保育所を運営する株式会社の財務状況の

確認が必要ではないかと言う意見が出された。また，病児保育事業につい

て，施設数が増えることが望ましいという意見が出された。 

４ 閉会 

 



人口推計の見直し

未就学児人口（守谷市全体） 4.1時点
平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 平成31年 令和2年 令和3年 令和4年 令和5年 令和6年 令和7年
（実績値） （実績値） （実績値） （実績値） （実績値） （実績値） （実績値） （実績値） （実績値） （実績値） （推定値） （推定値） （推定値） （推定値）

０歳児 643 656 627 628 576 583 587 570 561 562 554 547 540 533

１歳児 703 649 678 645 651 622 599 630 613 613 608 599 592 584

２歳児 682 711 673 675 657 665 661 609 653 636 632 627 618 610

３歳児 705 702 711 678 683 651 684 677 635 690 663 659 653 644

４歳児 694 705 711 720 689 692 660 694 701 662 712 684 680 674

５歳児 679 698 715 724 742 709 703 667 712 709 673 724 695 691

合　　計 4,106 4,121 4,115 4,070 3,998 3,922 3,894 3,847 3,875 3,872 3,842 3,840 3,778 3,736

○人口推計の考え方

　・0歳児　前年の0歳児の人口との増減率から推計。

　・0歳児以外　前年における1歳下の人口との増減率から推計。

　これまで人口は全体的に減少傾向であったが，令和2年度及び令和3年度においては，若干増加して
いる。全国的な人口の減少傾向から，守谷市においても人口は減少するものと考えられるが，第2期子
ども・子育て支援事業計画における推計値と比較して，減少率は小さくなるものと見込まれる。
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教育・保育ニーズの見込み　総括表（H31からR3まで増減率）

０歳 人口 628 576 583 587 570 561 562 554 547 540 533

保育ニーズ 179 28.5% 182 31.6% 215 36.9% 215 36.6% 249 43.7% 252 44.9% 253 45.0% 262 47.3% 272 49.7% 281 52.0% 290 54.4%

教育ニーズ 0 0 0 0

１歳 人口 645 651 622 599 630 613 613 608 599 592 584

保育ニーズ 244 37.8% 249 38.2% 262 42.1% 282 47.1% 313 49.7% 324 52.9% 353 57.6% 351 57.7% 364 60.8% 378 63.9% 391 67.0%

教育ニーズ 0 0 0 0

２歳 人口 675 657 665 661 609 653 636 632 627 618 610

保育ニーズ 249 36.9% 267 40.6% 302 45.4% 319 48.3% 306 50.2% 325 49.8% 347 54.6% 376 59.5% 374 59.6% 388 62.8% 403 66.1%

教育ニーズ 0 0 0 0

３歳 人口 678 683 651 684 677 635 690 663 659 653 644

保育ニーズ 237 35.0% 240 35.1% 249 38.2% 295 43.1% 284 41.9% 306 48.2% 326 47.2% 335 50.5% 363 55.1% 361 55.3% 374 58.1%

教育ニーズ 421 62.1% 419 61.3% 387 59.4% 389 56.9% 368 54.4% 322 50.7% 344 49.9% 317 47.8% 285 43.2% 281 43.0% 259 40.2%

４歳 人口 720 689 692 660 694 701 662 712 684 680 674

保育ニーズ 270 37.5% 239 34.7% 248 35.8% 252 38.2% 284 40.9% 286 40.8% 311 47.0% 324 45.5% 333 48.7% 361 53.1% 359 53.3%

教育ニーズ 440 61.1% 449 65.2% 434 62.7% 407 61.7% 398 57.3% 410 58.5% 331 50.0% 381 53.5% 345 50.4% 313 46.0% 309 45.8%

５歳 人口 724 742 709 703 667 712 709 673 724 695 691

保育ニーズ 245 33.8% 280 37.7% 241 34.0% 261 37.1% 256 38.4% 292 41.0% 295 41.6% 319 47.4% 333 46.0% 342 49.2% 370 53.5%

教育ニーズ 474 65.5% 449 60.5% 460 64.9% 433 61.6% 408 61.2% 408 57.3% 404 57.0% 346 51.4% 383 52.9% 345 49.6% 313 45.3%

合計 人口 4,070 3,998 3,922 3,894 3,847 3,875 3,872 3,842 3,840 3,778 3,736

保育ニーズ 1,424 35.0% 1,457 36.4% 1,517 38.7% 1,624 41.7% 1,692 44.0% 1,785 46.1% 1,885 48.7% 1,967 51.2% 2,039 53.1% 2,111 55.9% 2,187 58.5%

教育ニーズ 1,335 32.8% 1,317 32.9% 1,281 32.7% 1,229 31.6% 1,174 30.5% 1,140 29.4% 1,079 27.9% 1,044 27.2% 1,013 26.4% 939 24.9% 881 23.6%

0～2 人口 1,948 1,884 1,870 1,847 1,809 1,827 1,811 1,794 1,773 1,750 1,727

保育ニーズ 672 34.5% 698 37.0% 779 41.7% 816 44.2% 868 48.0% 901 49.3% 953 52.6% 989 55.1% 1,010 57.0% 1,047 59.8% 1,084 62.8%

3～5 人口 2,122 2,114 2,052 2,047 2,038 2,048 2,061 2,048 2,067 2,028 2,009

保育ニーズ 752 35.4% 759 35.9% 738 36.0% 808 39.5% 824 40.4% 884 43.2% 932 45.2% 978 47.8% 1,029 49.8% 1,064 52.5% 1,103 54.9%

教育ニーズ 1,335 62.9% 1,317 62.3% 1,281 62.4% 1,229 60.0% 1,174 57.6% 1,140 55.7% 1,079 52.4% 1,044 51.0% 1,013 49.0% 939 46.3% 881 43.9%

　0歳児　前年度の0歳児のニーズ率との増加率から見込を推計。
　0歳児以外　前年度の1歳下の年齢のニーズ率との増加率から見込を推計。
　直近の低年齢児の保育ニーズの実績は，第2期子ども・子育て支援事業計画における推計と比較して，増加率は小さくなっているが，依然保育ニーズは増加傾向であり，今
後もこの傾向は続くものと考えられる。また，第2期子ども・子育て支援事業計画において，保育ニーズの上限を60％と設定しているが，第2期まち・ひと・しごと創生総合
戦略における女性の就業率の目標が引き上げられたこともあり，今回の見直しでは60％を超える推計を見込んでいる。

R3（実績値） R4（推定値） R5（推定値） R6（推定値） R7（推定値）R2（実績値）H27（実績値） H28（実績値） H29（実績値） H30（実績値） H31（実績値）
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当初計画と見直し後の教育・保育ニーズ推計の比較

0歳児 1歳児 2歳児 3歳児 4歳児 5歳児 合計
保育ニーズ 保育ニーズ 保育ニーズ 保育ニーズ 保育ニーズ 保育ニーズ 保育ニーズ

当初見込 263 330 358 270 287 280 1,788
実績 252 324 325 306 286 292 1,785
 
差 -11 -6 -33 36 -1 12 -3
当初見込 275 343 371 299 272 285 1,845
実績 253 353 347 326 311 295 1,885
 
差 -22 10 -24 27 39 10 40
当初見込 287 344 363 296 302 267 1,859
随時見直 262 351 376 335 324 319 1,967
 
差 -25 7 13 39 22 52 108
当初見込 299 336 355 300 300 293 1,883
随時見直 272 364 374 363 333 333 2,039
 
差 -27 28 19 63 33 40 156
当初見込 304 328 346 304 303 287 1,872
随時見直 281 378 388 361 361 342 2,111
 
差 -23 50 42 57 58 55 239
当初見込 297 321 338 307 307 287 1,857
随時見直 290 391 403 374 359 370 2,187
 
差 -7 70 65 67 52 83 330
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認証保育園から小規模保育事業への移行について 

 

 

○経緯 

 市内認証保育園「かしわノ木守谷保育園」（株式会社アルケミスト）から，０

～２歳児の受入れに空きがある現状をふまえ，所在地を松前台地内から守谷駅

周辺（中央地内）に移転したうえで，小規模保育事業へと移行したい旨の申出

があった。 

 

 

○施設概要 

 名称  ：かしわノ木守谷保育園 

所在地 ：松前台三丁目２２番地１ 

 運営法人：株式会社アルケミスト 水戸市備前町３－３８ 

 施設類型：認可外保育所（認証保育園） 

利用定員： 

定員（単位：人） 

0 歳児 1 歳児 2 歳児 3 歳児 4 歳児 5 歳児 計 

15 17 17    49 

 沿革  ：令和２年１１月 認証保育園「なないろナーサリー」を運営して 

いた株式会社トゥインクルから事業承継 

      令和３年４月  施設名称を「かしわノ木守谷保育園」に変更 

 

 

〇移行後変更内容 

 所在地候補 ：中央二丁目７番地２（栄町公園脇） 

 施設類型  ：小規模保育事業 

 利用定員  ： 

定員（単位：人） 

0 歳児 1 歳児 2 歳児 3 歳児 4 歳児 5 歳児 計 

6 6 7    19 

 連携保育施設：ｍｏｍなないろ（株式会社トゥインクル） 

 大柏５２１番地の１ 
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〇小規模保育事業移行のメリット・デメリット 

 別紙のとおり 

 

（主なメリット） 

１ 市の財政負担の軽減 

    認証保育園については全額市費負担のところ，国・県の財政負担が発

生するため市費負担分が軽減される。      （Ｒ３．３実績ベース） 

・認証保育園   守谷市負担 年約１２，００５千円（市１０/１０）       

   ・小規模保育事業 守谷市負担 年約 ６，６２４千円（市約１/４） 

 

 ２ 保育の質の向上 

    １００％の保育士配置が求められるため，保育の質向上につながる。 

   ・認証保育園   基準上求められる職員の３分の１以上が保育士 

   ・小規模保育事業 基準上求められる職員の全てが保育士 

 

 ３ 保育の必要度に応じた利用調整 

    市の利用調整により入所児童を決定することになるため，保育の必要

度が高い児童の受け皿となる。 

   ・認証保育園   不承諾となった児童を施設側のルールで入所決定 

   ・小規模保育事業 保育の必要度に基づき市の利用調整により入所決定 

  

（主なデメリット） 

１ 保育料の保護者応能負担化 

認証保育園は保育料の上限が年齢ごとに一律であるのに対し，小規模保

育事業は応能負担となるため，保育料負担が大きくなる保護者がいる。 

   例）０歳児：月３万円→最大月６万６千円 等 

 

 ２ 連携施設の確保が必要 

   ０～２歳の施設となるため，３歳になるタイミングで連携施設等への転

園が必要となる。 

 

 

○市の対応方針 

 現在の当該施設の利用状況及び市内の保育ニーズと供給量を勘案し，令和４

年４月の小規模保育事業への移行を前提として協議を開始する。 

 

 

 



 

○スケジュール（案） 

 令和２年 ７月 ７日（水） 子ども・子育て分科会での意見照会 

      ７月２１日（水） 保健福祉審議会報告 

      ７月下旬     計画承認 

     １１月       施設移転（松前台→中央） 

     １２月       小規模保育事業認可申請 

 令和３年 ３月       特定地域型保育事業確認申請 

      ４月       小規模保育事業へ移行し，事業開始 

 

 

〔参考〕所在地 

 かしわノ木守谷保育園 

①現在（松前台三丁目２２番地１） 

 

 

②移行後（中央二丁目７番地２） 

 



○小規模保育事業移行の影響について

メリット デメリット

財政

・

・

事業者の収入（市からの給付費，補助金＋保育料）が増加し，

経営状況が改善される。

国，県の財政負担があるため，歳出額は増加するが，市の負担

は減少する

認証：公費12,005千円(市10/10)＋保育料2,820千円

小規模：公費19,872千円(国約1/2,県約1/4,市約1/4～１/3)＋保育料5,374千円

・ 各種補助事業等の対象となるため，それらに係る市の負担は増

加する。

　（運営費補助金　　456千円　市10/10）

　（１歳児補助金　　281千円　県1/2,市1/2）

　（予約制補助金　2,406千円　国1/2,市1/2）

　（延長保育事業　　300千円　国1/3,県1/3,市1/3）

→それでもトータルでは市の財政負担は減少する。

保護者負担

・ 認証保育園は一律であるのに対し，小規模保育事業は応能負担

となるため，保育料負担が小さくなる保護者がいる。

　（月３万円→最小で月０円　等）

→所得に応じた保育料設定となる。

・ 認証保育園は一律であるのに対し，小規模保育事業は応能負担

となるため，保育料負担が大きくなる保護者がいる。

　（月３万円→最大で月６万６千円　等）

→月３万で利用したい保護者は別の認証保育園を利用する選

　択も可能。

児童処遇

・

・

保育士配置等の基準が厳しくなるため，保育の質の向上につな

がる。

　（３分の１以上保育士　→　全員保育士）

　（０，１歳児　１．６５㎡/人　→　３．３㎡/人）

保育の優先度に基づいて利用調整を行うため，保育の必要度の

高い児童から利用できる。（認証保育園は早い順等，施設側の

ルールで決定できる。）

・

・

認証保育園は最短で申込み翌日から利用可能であったが，小規

模保育事業は市の利用調整が必要なため，申込みから入所まで

に最短でも１か月以上要する。

　（４月申込→６月入所　等）

→ＤＶ等の緊急を要する児童については，利用調整を要しな

　い扱いにすることで対応可能な範囲である。

０～２歳の施設となるため，３歳になるタイミングで連携施設

等への転園が必要となる。

職員処遇

・

・

事業者収入の増により，賃金等の処遇改善が期待され，離職防

止等につながる。

求められる職員配置数が認証保育園より多いため，シフト等に

余裕が出る場合がある。

・

・

無資格の保育従事者については，人数カウントできなくなるた

め，特例適用に向けた子育て支援員研修受講や保育士資格取得

等の対応が必要になる。

加算認定等，認証保育園と比べて施設側が行う事務が増加す

る。

その他
・ 駅に近い立地のため，駅前の保育ニーズへの対応が可能であ

る。

・

・

建物内装改修が必要である。（費用は事業者負担）

連携施設の確保が必要である。
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市内既存保育所の増改築について 

  

 

○経緯及び対応 

 まつやま保育園（平成６年建築）については，木造であり，すでに耐用年数

を経過しています。現状，まつやま保育園では雨漏り，すきま風やシロアリ等

の問題があり，法人から保育をする子どもの安全面，衛生面を考えての園舎増

改築の申出がありました。 

  

 

○施設概要 

 名  称：まつやま保育園 

 運営法人：社会福祉法人山ゆり会 

 施設類型：保育所 

 所 在 地：守谷市本町４２１０ 

認可定員：（現在）１２０名 → （増改築後）１３２名 

 利用定員：（現在）１２０名 → （増改築後）１３２名 

 ０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児 計 

現在 ９ １７ ２３ ２３ ２４ ２４ １２０ 

増改築後 １２ ２４ ２４ ２４ ２４ ２４ １３２ 

 

 

○市の対応方針 

 子ども・子育て支援事業計画の見直し結果として，０歳児を中心として引き

続き一定の保育ニーズが見込まれることから，保育の確保方策の一環として，

当該施設の増改築計画を承認するものです。 

 

 

○スケジュール（案） 

 令和４年 ４月  設計，開発行為協議 

     １１月  仮設園舎整備開始 

 令和５年 ２月  仮設園舎完成，園児引っ越し 

      ３月  旧園舎解体，新園舎整備工事開始 

     １２月  新園舎完成 

令和６年 １月  園児引っ越し 

  ※詳細は別紙のとおり 
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確保方策について 

  

○保育ニーズについて 

 子ども・子育て支援事業計画の保育ニーズの見直しを行った結果として，令

和７年度時点で保育を必要とする児童数は次のとおりです。  

ニーズ ０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児 計 

Ｒ３ ２５３ ３５３ ３４７ ３２６ ３１１ ２９５ １,８８５ 

Ｒ４ ２６２ ３５１ ３７６ ３３５ ３２４ ３１９ １,９６７ 

Ｒ５ ２７２ ３６４ ３７４ ３６３ ３３３ ３３３ ２,０３９ 

Ｒ６ ２８１ ３７８ ３８８ ３６１ ３６１ ３４２ ２,１１１ 

Ｒ７ ２９０ ３９１ ４０３ ３７４ ３５９ ３７０ ２,１８７ 

 

○市内事業者等からの提案について 

（１）認証保育園から小規模保育事業への移行 

 ０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児 計 

Ｒ３ １５ １７ １７ ０ ０ ０ ４９ 

Ｒ４ ６ ６ ７ ０ ０ ０ １９ 

（２）市内既存保育所の増改築 

 ０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児 計 

Ｒ３ ９ １７ ２３ ２３ ２４ ２４ １２０ 

Ｒ６ １２ ２４ ２４ ２４ ２４ ２４ １３２ 

（３）企業主導型保育事業の実施 

 （１）（２）とは別に，松並青葉地区での企業主導型保育事業の実施について

相談があります。地域枠として半数程度の定員確保ができる見込みです。 

 ０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児 計 

Ｒ４？ ６ １２ １２ １５ １５ １５ ７５ 

 

○今後の確保方策について 

 （１）から（３）までの確保方策を実施した場合，保育に係る定員は次のと

おりとなり，各年齢で令和７年度時点での保育ニーズに対応可能な保育量が確

保できます。 

定員 ０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児 計 

Ｒ３ ２９０ ３８３ ４３８ ３７９ ３６３ ３６１ ２,２１４ 

Ｒ４ ２８４ ３８１ ４３７ ３９５ ４０２ ４１１ ２,３１０ 

Ｒ５ ２８７ ３８８ ４３７ ３９５ ４０２ ４１１ ２,３２０ 

Ｒ６ ２９０ ３９５ ４３８ ３９６ ４０２ ４１１ ２,３３２ 

Ｒ７ ２９０ ３９５ ４３８ ３９６ ４０２ ４１１ ２,３３２ 
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新規開所保育所等の利用定員について 

 

 

１ 経緯 

（１）新規開所 

令和元年度に保育所等の入所不承諾児童を解消するため，民間保育所の設立及

び運営を行う事業者を募集し，認可保育所5事業者（社会福祉法人3,学校法人1,

株式会社1）及び小規模保育事業 1事業者（株式会社 1）を選定し，令和2年度に

認可保育所 1園及び小規模保育事業 1園，令和 3年度に認可保育所 4園が事業を

開始した。 

（２）増築（増員） 

令和 2 年度に幼稚園型認定こども園 1 事業者（学校法人 1）について，増築に

伴う定員変更の届出があり，令和3年度に事業を開始した。 

（３）事業移行 

令和 2年度に認可外保育所（認証保育園）1事業者（株式会社1）について，小

規模保育事業への移行するための認可申請があり，令和3年度に事業を移行した。 

 

２ 事業者 

（１）新規開所（6園） 

事業者名 法人所在地 建設概要 

社会福祉法人 

どろんこ会 

東京都 

渋谷区 

渋谷 1-2-5 

施設名：守谷どろんこ保育園 

建設場所：大柏1001-1   （地図①） 

延床面積：952.78㎡ 

開所日：令和3年 4月 1日 

社会福祉法人 

つつみ会 

茨城県 

東茨城郡茨城町 

小幡 2765-4 

施設名：守谷きらっと保育園 

建設場所：板戸井2482-1外（地図②） 

延床面積：977.05㎡ 

開所日：令和3年 4月 1日 

社会福祉法人 

雄雅会 

埼玉県 

八潮市 

南川崎 713-3 

施設名：守谷しおどめ保育園 

建設場所：本町3436-1  （地図③） 

延床面積：513.26㎡ 

開所日：令和3年 4月 1日 

学校法人 

柴学園 

埼玉県 

八潮市 

木曽根 1097-2 

施設名：ふれあいしおどめ保育園 

建設場所：本町741-2外  （地図④） 

延床面積：547.29㎡ 

開所日：令和2年 10月 1日 

株式会社 

LARK NEST 

茨城県 

つくばみらい市 

陽光台 2-1-7-701 

施設名：そらまい守谷保育園 

建設場所：野木崎544-1 外 （地図⑤） 

延床面積：707.20㎡ 

開所日：令和3年 4月 1日 
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株式会社 

フジマツ 

茨城県 

坂東市 

大崎 1330-10 

施設名：山ユリの丘小規模保育園 

建設場所：立沢1132-2  （地図⑥） 

延床面積：182.66㎡ 

開所日：令和2年 7月 1日 

 

（２）増築（増員）（1園） 

事業者名 法人所在地 建設概要 

学校法人 

大柏学園 

茨城県 

守谷市 

大柏 805 

施設名：認定こども園守谷わかば幼稚園 

建設場所：大柏805    （地図⑦） 

増築面積：281.91㎡ 

開所日：令和3年 4月 1日 

 

（３）事業移行（1園） 

事業者名 法人所在地 建設概要 

株式会社 

佐瀬トータルケア

センター 

茨城県 

守谷市 

百合ケ丘 

1-2050-120 

施設名：アネシスナーシング保育園 

建設場所：御所ケ丘4-10-5 （地図⑧） 

事業移行日：令和3年 4月 1日 

 

３ 利用定員 

（１）新規開所（6園） 

事業者名 
定員（単位：人） 

0歳児 1歳児 2歳児 3歳児 4歳児 5歳児 計 

（社福）どろんこ会 15 15 15 15 15 15 90 

（社福）つつみ会 12 15 15 16 16 16 90 

（社福）雄雅会 9 12 15 18 18 18 90 

（学）柴学園 9 12 15 18 18 18 90 

（株）LARK NEST 15 15 15 15 15 15 90 

（株）フジマツ 6 6 7 - - - 19 

合計 66 75 82 82 82 82 469 

 

（２）増築（増員）（1園） 

事業者名 
定員（単位：人） 

0歳児 1歳児 2歳児 3歳児 4歳児 5歳児 計 

（学）大柏学園 
変更前    8 8 9 25 

変更後 12 12 12 12 12 12 72 

 

（３）事業移行（1園） 

事業者名 
定員（単位：人） 

0歳児 1歳児 2歳児 3歳児 4歳児 5歳児 計 

（株）佐瀬トータ

ルケアセンター 

変更前 25 25 25    75 

変更後 6 6 7    19 



〔参考〕所在地 

①社会福祉法人どろんこ会（施設名：守谷どろんこ保育園） 

 

 

②社会福祉法人つつみ会（施設名：守谷きらっと保育園） 

 

 

③社会福祉法人雄雅会（施設名：守谷しおどめ保育園） 

  



④学校法人柴学園（施設名：ふれあいしおどめ保育園） 

 
 

⑤株式会社 LARK NEST（施設名：そらまい守谷保育園） 

 
 

⑥株式会社フジマツ（施設名：山ユリの丘小規模保育園） 

 
 

 



⑦学校法人大柏学園（施設名：認定こども園守谷わかば幼稚園） 

 
 

⑧株式会社佐瀬トータルケアセンター（施設名：アネシスナーシング保育園） 

 


